
 

－66－ 

  埼玉・圏央エリアのプロジェクトの中で創薬のた

めの高速スクリーニング技術の改善方法について

分担研究を行った。病理診断および治療に有効な分

子試薬を開発するには、例えば 1012程度の多様性を

持つペプチドライブラリの中からターゲット分子

に結合する親和性の高いペプチド（アプタマー）を

探索する必要がある。一般的にはマイクロプレート

を用いて蛍光マーカーによる結合分子の検出を行

うことが多く、本研究も主に蛍光測定による高スル

ープットスクリーニング装置の開発を進めて来た。

これまで、Digital Mirror Device (DMD)を用いた露光

装置を開発し、微小な反応容器を 3000 穴集積化し

たアレイ基板の作製と蛍光測定を同一の装置で可

能にするシステムを構築しており、本年度は光学系

の再設計により短時間にアレイ基板の作製と測定

が可能になるよう改善した（図１）。 

 
図１ システム構成図 
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図２に試作したアレイの SEM 観察像を示す。本シ

ステムはDMDで生成した励起光スポットをアレイ

の個別ウェルに照射し、サンプルの蛍光強度を光

電子増倍管により測定することが可能である。 

 

図２ 試作アレイの SEM 画像 

 分子間の結合係数によるスクリーニングは比較

的短時間で容易に測定可能である反面、必ずしも生

理的な活性の強さを反映するものではないため、ス

クリーニングで選別された分子について個別に生

理活性の評価をする必要がある。例えば酵素活性の

阻害あるいは促進といった効果について、専用に設

計した酵素基質などを用いて測定することが必要

となる。本研究では結合係数評価に匹敵する速度で

酵素活性によるスクリーニングを可能にするため

の測定手法を検討し、基礎技術の研究を進めた。そ

の結果、高スループットスクリーニングに有効な技

術であることを確認し、応用研究を開始した。 
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